
２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 心地よい生活環境が保たれたまち

施 策 環境にやさしいまちづくり
基 本 施 策 環境衛生の保持

取り組み事項　 ごみの適正な処理を推進する

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 25.08 23.12 26.35 25.49 25.72 24.13
会計年度任用職員数 0.65 2.47 0.7 1.03 0.7 0.48
人件費計 171,122,156 180,482,897 172,005,146 180,496,220 187,238,731 175,283,834

事業費計 326,605,821 323,925,094 380,739,166 338,610,252 344,758,000 341,250,000

フルコスト 497,727,977 504,407,991 552,744,312 519,106,472 531,996,731 516,533,834

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 3,853,000 0
県支出金 206,000 206,000 206,000 206,000 206,000 0
市債 25,900,000 10,600,000 24,900,000 0 9,000,000 10,000,000
その他 101,279,256 85,687,000 80,593,000 82,904,000 85,467,000 76,980,302

一般財源１ 370,342,721 404,061,991 447,045,312 435,996,472 437,323,731 429,553,532

一般財源２ 199,220,565 223,579,094 275,040,166 255,500,252 250,085,000 254,269,698

（１）成果指標

指標名 焼却ごみ量
単位 ｔ

指標数値のめざす方向 減少
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 9,000 9,000 9,000 9,000 9,000
単年度実績値 8,118 8,014 8,052 7,844
単年度達成率

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 焼却ごみ量
前年度との比較

6

主 管 部 局 市民生活部　環境課 関 連 部 局

環境衛生の保持

３Ｒの推進、ごみの分別の徹底により、ごみ排出量の減量化、不法投棄などを防止し、廃棄物の適正処理に努めます。

廃棄物の適正な処理を進め、環境への負荷をできる限り低減します。
また、老朽化する施設については延命化に取り組むとともに、持続可能な処理方法の検討を行い、事業化に向け取り組
みます。

特
定
財
源

所見

ごみ排出量は、平成１０年度のごみの有料化以後、分別の徹底が図れており、令和６年度については、
前年度比で減少しており、9,000ｔ以下で推移している。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010001 事務事業名 リサイクル推進事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.27 0.27 0.21 0.16 0.16 0.2
会計年度任用職員数 0.06 0.06 0.06 0.11 0.06 0.1
人件費計 1,916,863 2,153,346 1,452,349 1,330,720 1,284,392 1,659,229

事業費計 2,285,388 17,279,594 7,278,435 6,478,889 6,094,000 6,094,000

フルコスト 4,202,251 19,432,940 8,730,784 7,809,609 7,378,392 7,753,229

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 2,285,388 11,863,000 7,224,000 7,368,000 6,094,000 6,094,000

フルコスト－特定財源 1,916,863 7,569,940 1,506,784 441,609 1,284,392 1,659,229
事業費計－特定財源 0 5,416,594 54,435 -889,111 0 0

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】一般廃棄物リサイクル率
単位 ％

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 18 18 18 18 18 18
単年度実績値 13.9 13.7 12.6 12

前年比 - 98.56% 91.97% 95.23% - -

単年度達成率 77.22% 76.11% 70% 66.66% - -
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実施の概要
限りある資源を有効に利活用するため、リサイクル可能なごみについて適正に分別し、再資源化へ向け
中間処理を行う。

対象 市民、資源ごみ

目的

適正に分別し、再資源化を行うことにより、焼却ごみ量の減少、それに伴い埋め立てごみの減少につな
がり、施設の延命化につながる。また、市民が自ら資源ごみとして認識し分別、排出することで環境意識
の向上を図ることを目的とする。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 資源ごみ売却費に対するリサイクル関連事業費割合
単位 ％

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 50 50 50 50 50 50

単年度実績値 37.7 100.4 40.9 33.4

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
A：妥当性が高

い

国や県を始め、再資源化を推進し、それぞれの市町でもリサイクル
事業に取り組んでおり、市民に対する分別や３Ｒの啓発にも繋がって
いる。

なし

有効性
B：比較的有効

である

再資源化率については、近年減少している。また、排出されているご
みを確認したところ、概ね適正に分別されているが、一部、汚れたも
のなどが見受けられるため、適正な排出について周知していく必要
がある。

なし

効率性
B：比較的効率

的である

資源ごみについては、月１度のステーション回収を行っている。その
他、市内５０カ所に、特定の資源ごみを排出できる回収拠点、市体育
館北側には全ての資源ごみが排出できる総合回収拠点があり、市
民サービスは充足している。また、ステーションは市直営、市内拠点
はシルバー人材センターへの委託で収集を行っており、事業体制の

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

資源ごみの排出場所の多様性については、より一層、排出しやすさ
を構築することでリサイクルへの啓発にも繋がり、常に時代に合った
検討を行う。
一方、市内拠点については無人ということもあり、一部不法投棄やご
みが散乱することがあるため、運営方法について検討する余地があ

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

資源ごみの売却単価については、入札で決めており透明性は担保さ
れている。 なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
資源ごみの売却単価は見積合わせで決定しており、市場価格によるので定額ではないが、資
源を有効活用するために、継続して事業を行う必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

市民の分別意識が低下し、結果として可燃ごみ量の増加、ポイ捨てなども増加することが想定
される。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
市民のリサイクル推進の場として、十分な役割を果たしており、ニーズなどを見ながら継続して
事業を行う。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010002 事務事業名 ごみ箱等設置補助事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 平成7年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.05 0.05 0.04 0.03 0.0 0.0
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.01 0.0 0.0
人件費計 339,327 382,493 259,516 229,216 0 0

事業費計 350,000 280,000 89,000 66,000 0 0

フルコスト 689,327 662,493 348,516 295,216 0 0

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 689,327 662,493 348,516 295,216 0 0
事業費計－特定財源 350,000 280,000 89,000 66,000 0 0

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】ごみ箱設置補助件数
単位 円

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 5 5 5 5 5 5
単年度実績値 5 6 3 2

前年比 - 120% 50% 66.66% - -

単年度達成率 100% 120% 60% 40% - -
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実施の概要 ごみ箱等の設置に対して、設置事業費の３分の１（上限７万円）を助成する。

対象 自治会等地域団体

目的 各ゴミステーションのごみの散乱防止及び環境美化を図り、住みよいまちとする。

関連計画

根拠法令
ごみ箱等設置費助成金交付要綱

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ ごみ箱設置１件に係るコスト
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 137,865.4 132,498.6 69,703.2 59,043.2 0 0

単年度実績値 137,865.4 110,415.5 116,172 147,608

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
ごみ箱の設置等によりカラスや猫によるごみの散乱防止及び美観確
保につながっているため、事業については妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である
ごみステーションの維持管理等地域の環境美化につながっている。 なし

効率性
C：効率性が低

い
ごみ箱設置１件に係る事業コストを抑えるための工夫をする必要が
ある。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

自治会等地域団体の負担割合を見直すことにより、利用促進を計
る。

あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る
各自治会等地域団体に対し周知を行っている。 なし

B

方向性 Ｅ：廃止

所見

地区のごみステーション管理や環境美化、収集の利便性などからも、設置について地元と調整
を図りながら補助を行ってきたが、ステーション新設がほとんど見込まれておらず、併せて、事
業開始から約３０年が経過しており、当初の目的を達する一定の効果が得られたため廃止とす
る。

休止・廃止となったときの
影響

地区のごみステーションについては、経費面でも自治会単位での管理となる。

方向性 Ｅ：廃止

所見
事業開始から約３０年が経過しており、一定の効果が得られたたことに併せて、全体事業費に
対するコスト削減の側面からも廃止とする。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010006 事務事業名 塵芥収集事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 18.81 17.58 18.82 17.27 17.99 18.0
会計年度任用職員数 0.04 1.86 0.04 0.06 0.04 0.05
人件費計 127,711,446 137,209,136 122,162,410 121,071,624 129,998,732 130,092,442

事業費計 48,904,180 43,307,575 60,477,340 55,281,410 44,929,000 44,929,000

フルコスト 176,615,626 180,516,711 182,639,750 176,353,034 174,927,732 175,021,442

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 5,900,000 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 176,615,626 174,616,711 182,639,750 176,353,034 174,927,732 175,021,442
事業費計－特定財源 48,904,180 37,407,575 60,477,340 55,281,410 44,929,000 44,929,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】世帯数
単位 件

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 13,200 13,200 13,000 13,000 12,900 12,900
単年度実績値 13,120 13,048 12,974 12,995

前年比 - 99.45% 99.43% 100.16% - -

単年度達成率 99.39% 98.84% 99.8% 99.96% - -
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実施の概要
地域の生活環境を保全するため、ごみステーションの適正化を図るとともに、分別排出されたごみを適
正かつ効率的に収集する。また、ペットボトル・容器包装プラスチック・食品トレイ等の拠点回収を委託す
る。

対象 家庭系塵芥、市民

目的
分別収集をすることにより、ごみの減量化、資源化が図れ、ごみ減量の実施と環境意識を高め、環境保
全、環境美化、住みよいまちとなる。

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ １世帯あたりの塵芥収集コスト
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 13,379.9717 13,675.5084 14,049.2115 13,565.618 13,560.2893 13,567.5536

単年度実績値 13,461.5569 13,834.8184 14,077.3663 13,570.8376

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
回収時において、ごみの分別の徹底により環境意識の向上が図ら
れている。

なし

有効性
B：比較的有効

である

ごみステーションに番号を付けることにより、地域の美化及び自治会
等ステーション管理者による保全管理と適正な分別の徹底が図られ
た。

なし

効率性
B：比較的効率

的である

職員定数を確保し、収集業務の一部民間委託を実施している。効率
化を図りコスト削減に努めた。（収集車の燃料費、消耗品費等の経
費削減）

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

概ね計画通り進捗している。 なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

市民カレンダーへの掲載及びチラシを作成し、全戸配布等をしてい
る。

なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 分別されずにごみ出しが行われているステーションがあるので、普及啓発を行う必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

市民生活に不可欠な業務であり、代替案が無ければ休止・廃止はできない。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 収集業務の一部民間委託を実施し、収集業務の効率化及びコスト削減に努めている。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010007 事務事業名 美化センター管理運営事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 1.76 1.45 1.76 1.73 2.06 1.8
会計年度任用職員数 0.16 0.16 0.16 0.19 0.16 0.16
人件費計 12,169,652 11,326,669 11,658,426 12,479,614 15,219,980 13,342,419

事業費計 227,163,432 208,301,821 225,310,404 208,138,313 204,571,000 204,157,000

フルコスト 239,333,084 219,628,490 236,968,830 220,617,927 219,790,980 217,499,419

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 25,900,000 10,600,000 17,200,000 0 0 0
その他 77,360,354 39,091,000 37,182,000 36,731,000 37,900,000 37,500,000

フルコスト－特定財源 136,072,730 169,937,490 182,586,830 183,886,927 181,890,980 179,999,419
事業費計－特定財源 123,903,078 158,610,821 170,928,404 171,407,313 166,671,000 166,657,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】市民１人が１日に出すごみ
単位 ｇ

指標数値のめざす方向 減少
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 600 600 600 600 600 600
単年度実績値 506 495 479 462

前年比 - 97.82% 96.76% 96.45% - -

単年度達成率

6

実施の概要 ごみ焼却施設の維持管理を行う。

対象 美化センター施設、市民

目的 ごみ焼却施設の維持管理に努め、分別収集によるごみ減量、資源化の促進を図る。

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 【量】市民１人が１日に出すごみ
単位 ｇ

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 600 600 600 600 600 600

単年度実績値 506 495 479 462

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
市の役割として、ごみ焼却施設の維持管理に努めた。 なし

有効性
A：有効性が高

い
市民生活に欠かせない事業としてニーズに適合している。 なし

効率性
A：効率性が高

い
施設の維持管理等、収集計画、処理計画をたて、適正な管理運営を
図り経費削減に努めた。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

展開検査を行う等、分別の徹底を図った。 なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

施設の運用状況については、必要があればホームページや広報、
チラシ等で情報を提供している。

なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 新施設の計画が必要となっている。

休止・廃止となったときの
影響

家庭等から出される廃棄物の処理が滞り、市民生活環境の著しい低下に繋がる。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 現在、新たな廃棄物処理施設について、民設民営での整備を検討している。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010008 事務事業名 最終処分場管理運営事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 平成10年度 終了年度 あり 令和27年度

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.44 0.38 0.44 0.43 0.46 0.46
会計年度任用職員数 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01
人件費計 3,000,166 2,921,599 2,869,661 3,049,868 3,343,333 3,343,333

事業費計 2,650,660 3,568,616 5,795,051 9,680,219 2,074,000 2,074,000

フルコスト 5,650,826 6,490,215 8,664,712 12,730,087 5,417,333 5,417,333

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 5,650,826 6,490,215 8,664,712 12,730,087 5,417,333 5,417,333
事業費計－特定財源 2,650,660 3,568,616 5,795,051 9,680,219 2,074,000 2,074,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】埋立量
単位 ｔ

指標数値のめざす方向 減少
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
単年度実績値 832 759 860 764

前年比 - 91.22% 113.3% 88.83% - -

単年度達成率

6

実施の概要 不燃ごみの埋立てのための施設の維持管理を行う。

対象 最終処分場、市民

目的 ごみの減量・減容化に努め、最終処分場の延命を図ると共に長寿命化に対応する適正管理に努める。

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 埋立量１ｔあたりのコスト
単位 ％

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 5,650.826 6,490.215 8,664.712 12,730.087 5,417.333 5,417.333

単年度実績値 6,791.8582 8,551.0079 10,075.2465 16,662.4175

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
市の役割として最終処分場の維持管理に努めた。 なし

有効性
B：比較的有効

である
市民から排出された不燃ごみを再度分別し、埋立量を減らすことに
より最終処分場の延命化を図った。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
分別の徹底、施設の点検等によりコスト削減を図った。 なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

今後も施設の効率的な運営に務める。 なし

透明性
C：透明性が低

い
最終処分場についての情報は、住民へは提供しにくいが、施設見学
等の場を設け広報活動に務めている。

なし

B

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 最終処分場の延命化を図るため、分別を徹底し埋め立て、ごみの削減を図る必要がある。

休止・廃止となったときの
影響

処分先の確保及び廃棄物運搬、処理費用が必要となる。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 埋立について、減量を図りながら延命化に努める必要がある。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010009 事務事業名 粗大ごみ処理事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.91 0.7 0.87 0.84 0.89 0.9
会計年度任用職員数 0.01 0.01 0.01 0.04 0.01 0.01
人件費計 6,189,847 5,369,559 5,659,463 5,959,660 6,448,529 6,520,743

事業費計 4,775,883 3,722,698 3,597,500 2,986,435 6,411,000 5,011,000

フルコスト 10,965,730 9,092,257 9,256,963 8,946,095 12,859,529 11,531,743

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 10,965,730 9,092,257 9,256,963 8,946,095 12,859,529 11,531,743
事業費計－特定財源 4,775,883 3,722,698 3,597,500 2,986,435 6,411,000 5,011,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】粗大ごみ1kgあたりの処理費用
単位 円

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 20 20 20 20 20 20
単年度実績値 21 11.4 10.3 9.6

前年比 - 54.28% 90.35% 93.2% - -

単年度達成率 105% 57% 51.5% 48% - -

6

実施の概要 粗大ごみの中間処理を委託する。

対象 粗大ごみ、市民

目的 粗大ごみと資源ごみを適正に分別し、効率的な収集と適正処理に努める。

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値

単年度実績値

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
現施設では不燃粗大ごみの処理ができないことから、中間処理委託
事業は必要である。

あり

有効性
B：比較的有効

である
不燃粗大ごみの処理委託について、排出者責任が担保できる処理
先へ委託し、安全に適切に処理することができている。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
ごみの分別の徹底、また、職員による粗大ごみの再分別により、処
理経費のコスト削減が図れた。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

来年度も処理量、処理委託料の削減を図る方策を検討する。 なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

粗大ごみの出し方、分別について、ホームページや広報にて周知し
ている。

なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
収集した粗大ごみについて、焼却する物、埋め立てする物、委託処理する物に職員が再分別し
ている。引き続きコスト削減について検討する。

休止・廃止となったときの
影響

新たに処理施設を整備するか、最終処分場場へ埋立することになるが、何れの場合も多額の
費用が必要となる。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
粗大ごみについては、可燃と不燃に分別し、処理委託料の経費削減に努めるとともに、中間処
理により一部再資源化を図った。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010010 事務事業名 ごみ有料化事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.18 0.16 0.15 0.1 0.18 0.15
会計年度任用職員数 0.09 0.09 0.09 0.14 0.09 0.09
人件費計 1,348,319 1,355,800 1,108,019 967,788 1,493,305 1,276,664

事業費計 21,633,514 27,016,110 30,271,124 34,308,246 41,473,000 37,940,000

フルコスト 22,981,833 28,371,910 31,379,143 35,276,034 42,966,305 39,216,664

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 3,853,000 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 21,633,514 28,833,000 36,187,000 38,805,000 41,473,000 33,386,302

フルコスト－特定財源 1,348,319 -4,314,090 -4,807,857 -3,528,966 1,493,305 5,830,362
事業費計－特定財源 0 -5,669,890 -5,915,876 -4,496,754 0 4,553,698

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】ごみ袋購入枚数
単位 枚

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000 1,200,000
単年度実績値 1,100,600 1,024,400 1,234,600 1,197,800

前年比 - 93.07% 120.51% 97.01% - -

単年度達成率 91.71% 85.36% 102.88% 99.81% - -

6

実施の概要 指定ごみ袋・シール券の作成及び販売店への手数料の支払い事業を行う。

対象 家庭系ごみ、市民

目的 ごみ袋の有料化による、ごみ量の削減とリサイクルの推進

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則並びに相生市指定ごみ袋等取扱要綱

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ ごみ袋購入コスト
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 19.1515 23.6433 26.1493 29.3967 35.8053 32.6806

単年度実績値 20.8812 27.6961 25.4164 29.4507

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
ごみ袋の作成、保管、配達等を含めた袋の作成については適切で
ある。

なし

有効性
B：比較的有効

である
市内４０か所以上の店舗で、ごみ袋等の販売を行い、市民が購入し
やすいようサービスを行っている。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
ごみ袋の適正管理に努め、無駄な在庫がないようにし、コスト削減を
図る。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

在庫管理の徹底を図る。 あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

ごみ袋の有料化について、広報や市民カレンダー等で理解を得てい
る。

なし

B

方向性 Ａ：拡大

所見
令和６年度において、脱炭素社会に貢献することを目的にバイオマス素材のごみ袋を採用する
ことに伴い、従来のごみ袋との入れ替えや販売、それぞれの在庫管理の徹底を図れた。

休止・廃止となったときの
影響

有料化を維持するための料金の徴収方法を構築する必要があるが、現実的ではない。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 事業継続することで、可燃ごみ減量化につながっている。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010011 事務事業名 リサイクルセンター管理運営事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 1.57 1.47 2.49 3.49 2.46 2.5
会計年度任用職員数 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06 0.06
人件費計 10,739,385 11,333,199 16,244,786 24,558,144 17,893,583 18,182,438

事業費計 13,034,023 14,658,296 37,358,108 15,350,449 31,858,000 37,758,000

フルコスト 23,773,408 25,991,495 53,602,894 39,908,593 49,751,583 55,940,438

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 7,700,000 0 9,000,000 10,000,000
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 23,773,408 25,991,495 45,902,894 39,908,593 40,751,583 45,940,438
事業費計－特定財源 13,034,023 14,658,296 29,658,108 15,350,449 22,858,000 27,758,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】資源ごみ搬入量
単位 ｔ

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000
単年度実績値 767 705 629 582

前年比 - 91.91% 89.21% 92.52% - -

単年度達成率 76.7% 70.5% 62.9% 58.2% - -

6

実施の概要 資源ごみの中間処理を行う。

対象 資源ごみ、市民

目的 適正なごみの分別により、リサイクルを推進する。

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 資源ごみ1ｔあたりの搬入コスト
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 23,773.408 25,991.495 53,602.894 39,908.593 49,751.583 55,940.438

単年度実績値 30,995.3168 36,867.3688 85,219.2273 68,571.4656

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
市の役割としてリサイクルセンターの維持管理に努めた。 なし

有効性
B：比較的有効

である

資源ごみの回収は月１回のため、量販店等による資源ごみ回収拠
点の整備を図り、また、市体育館北側にも資源ごみ回収拠点を設置
し、市民サービスの向上に努めている。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
分別の徹底を図り、事業コスト削減に努めた。 なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

資源ごみのリサイクルについて周知していく必要がある。 あり

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

適正なごみの分別やリサイクルを推進するために、周知方法を工夫
する必要がある。

あり

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
排出された資源ごみについて、適正な再資源化、可燃ごみの処理量削減を図るため、設備の
維持管理及び職員による分別を行っており、今後も必要な業務である。

休止・廃止となったときの
影響

資源ごみの再資源化を行うことができなくなり、市民サービスの低下に繋がる。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 適正な再資源化、可燃ごみの処理量削減を図るため継続していく。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302010012 事務事業名 環境クリーン事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 ごみの適正な処理を推進する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.16 0.12 0.12 0.12 0.12 0.12
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 1,085,848 917,985 778,549 840,465 866,566 866,566

事業費計 2,962,080 3,105,960 3,333,000 3,334,320 3,287,000 3,287,000

フルコスト 4,047,928 4,023,945 4,111,549 4,174,785 4,153,566 4,153,566

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 4,047,928 4,023,945 4,111,549 4,174,785 4,153,566 4,153,566
事業費計－特定財源 2,962,080 3,105,960 3,333,000 3,334,320 3,287,000 3,287,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【量】不法投棄物回収量
単位 kg

指標数値のめざす方向 減少
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000
単年度実績値 4,091 3,650 4,340 6,020

前年比 - 89.22% 118.9% 138.7% - -

単年度達成率

6

実施の概要
不法投棄対策として、また、環境美化への啓発として、不法投棄パトロールの実施及び不法投棄物の回
収業務を委託する。

対象 投棄ごみ、市民

目的
主に道路、河川、公園に不法投棄された廃棄物の回収処理により、ごみのないきれいなまちづくりに努
める。

関連計画

根拠法令
相生市廃棄物の処理及び清掃に関する条例及び施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 不法投棄物回収量1kgあたりの経費
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 1,011.982 1,005.9863 1,027.8873 1,043.6963 1,038.3915 1,038.3915

単年度実績値 989.4715 1,102.4507 947.3615 693.4859

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
A：妥当性が高

い
市内パトロールにより市内の環境美化が図られている。 なし

有効性
B：比較的有効

である
市内の環境美化が図られている。 なし

効率性
B：比較的効率

的である

市内パトロールにより市内の環境美化の啓発と処理について、適切
に行われている。また、過去より不法投棄が多い地区などを把握し、
最適な清掃ルートを選択することで効率よく業務を行っている。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

周回ルートや業務内容の見直しを行う。 あり

透明性
C：透明性が低

い
不法投棄の防止につながるよう、広報やホームページにて周知す
る。

あり

B

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 周回ルートや業務内容の見直しを行いながら最適な手法を研究する。

休止・廃止となったときの
影響

不法投棄されたままの状態となる。または職員による回収を行う必要性が生じ、よりコストが増
大する可能性がある。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 道路、河川等から不法投棄ごみを回収し、市内の環境美化が十分に図られた。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302030001 事務事業名 公衆浴場設備改善資金利子補給補助事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 感染症の蔓延を予防する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.01 0.01 0.01 0.0 0.0 0.0
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.01 0.0 0.0
人件費計 67,865 76,498 64,879 19,100 0 0

事業費計 0 0 0 0 0 0

フルコスト 67,865 76,498 64,879 19,100 0 0

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 67,865 76,498 64,879 19,100 0 0
事業費計－特定財源 0 0 0 0 0 0

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 利子補給対象借入件数
単位 件

指標数値のめざす方向 減少
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 1 1 1 1 1 1
単年度実績値 0 0 0 0

前年比 - - - - - -

単年度達成率

6

実施の概要 相生市公衆浴場整備改善資金利子補給補助金交付要綱

対象 市民、公衆浴場経営者

目的 公衆衛生の維持のために、市内唯一の公衆浴場の安定経営の維持を図る

関連計画

根拠法令
公衆浴場設備改善資金利子補給補助金交付要綱

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 借入件数１件に係るフルコスト
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 67,865 76,498 64,879 19,100 0 0

単年度実績値

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
C：妥当性が低

い
市内に唯一存続していた公衆浴場も令和６年度をもって廃業した。 あり

有効性
C：有効性が低

い
ここ数年で利用者は減少傾向にあった。 あり

効率性
B：比較的効率

的である

本制度は、投資効果が無い中での公衆浴場の改修を促すものであ
り、利用者の利便向上及び、事業者の経営安定のため、設備資金の
借入に対する利子補給事業であったが、令和６年度をもって廃止と
する。

あり

改革・改善プラ
ン達成度

C：改革改善効
果が低い

市内に唯一存続していた公衆浴場であったが、令和６年度をもって
廃業した。

あり

透明性
C：透明性が低

い
近年では、利用実績がなかった。 あり

C

方向性 Ｅ：廃止

所見
市内に１軒存続していた公衆浴場が令和６年度中に休業となっており、再開見込みもないこと
から廃止とする。

休止・廃止となったときの
影響

特になし

方向性 Ｅ：廃止

所見 令和６年度、公衆浴場が廃業したため廃止とする。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302030002 事務事業名 衛生害虫駆除事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 感染症の蔓延を予防する

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.02 0.02 0.02 0.02 0.07 0.05
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
人件費計 135,731 152,997 129,758 140,077 505,497 361,069

事業費計 0 0 36,960 197,000 312,000 312,000

フルコスト 135,731 152,997 166,718 337,077 817,497 673,069

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 135,731 152,997 166,718 337,077 817,497 673,069
事業費計－特定財源 0 0 36,960 197,000 312,000 312,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 スズメバチ駆除費補助件数
単位

指標数値のめざす方向 増加
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 20 20 20
単年度実績値 22

前年比 - - - - - -

単年度達成率 - - - 110% - -

6

実施の概要
地区清掃等に係る自治会への害虫駆除薬剤配布（ＳＶ乳剤→水性サフロチン）
スズメバチの駆除に対する補助の実施

対象 地域、市民

目的 日常及び水害時等において、不快害虫を駆除・防除し、快適な生活環境を維持する。

関連計画

根拠法令

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ スズメバチ駆除費補助１件に係るコスト
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 16,853.85 40,874.85 33,653.45

単年度実績値 15,321.6818

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である

地域住民による環境美化活動の一環でもある地区清掃に対し、害虫
駆除のための薬剤配布は妥当である。また、市民の生命を守る側面
からスズメバチの駆除に対する補助は妥当である。

なし

有効性
B：比較的有効

である
公衆衛生確保の観点から市民サービスの貢献に努めた。 なし

効率性
B：比較的効率

的である
スズメバチ駆除についてはホームページにて業者を紹介しており、
効率的に補助ができている。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

従前からの市民ニーズを受け入れる形で始めたスズメバチ駆除に対
する補助であり、市民の環境衛生保持につながっている。

なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る
ホームページ等でＰＲに努めている。 なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
スズメバチ駆除費補助件数については、おおよそ見込みどおりとなっており、市民の安全を守
るための事業として、令和７年度以降も営巣状況に合わせた予算設定をしていく。

休止・廃止となったときの
影響

スズメバチによる被害が全国的に増加傾向にあり、市民の生命を守る側面からも廃止はできな
い。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
予算設定等、見込みどおりの事業進捗ができており、市民の安全を確保するためにも継続して
補助事業に取り組んでいく必要がある。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302040001 事務事業名 葬儀事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 墓地などの適正管理に努める

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 平成7年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.21 0.23 0.14 0.06 0.14 0.14
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.08 0.0 0.0
人件費計 1,425,176 1,759,471 908,307 573,032 1,010,994 1,010,994

事業費計 1,835,618 3,610,231 7,164,393 1,767,340 2,756,000 2,756,000

フルコスト 3,260,794 5,369,702 8,072,700 2,340,372 3,766,994 3,766,994

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 0 0 0 0 0 0

フルコスト－特定財源 3,260,794 5,369,702 8,072,700 2,340,372 3,766,994 3,766,994
事業費計－特定財源 1,835,618 3,610,231 7,164,393 1,767,340 2,756,000 2,756,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】葬儀件数
単位 件

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 100 100 100 100 100 100
単年度実績値 88 109 112 80

前年比 - 123.86% 102.75% 71.42% - -

単年度達成率 88% 109% 112% 80% - -

6

実施の概要 葬儀に使用する消耗品の購入、保管及び祭壇等の運搬・撤収等の委託

対象 市民、自宅葬儀

目的 自宅等での葬儀において、利用者の利便性を高め、円滑な葬儀の運営を支援する。

関連計画

根拠法令 相生市ささゆり苑に関する条例および施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ ささゆり苑での葬儀件数１件に係るコスト
単位 円

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 32,607.94 53,697.02 80,727 23,403.72 37,669.94 37,669.94

単年度実績値 37,054.4773 49,263.3211 72,077.6786 29,254.65

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
適正な運営に努めることにより、市民の需要に応えることができる。 なし

有効性
B：比較的有効

である
祭壇の運搬及び撤収等について親身かつ丁寧な対応に努め、利用
者に対して適正な霊柩業務を提供できた。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
霊柩業務及び祭壇の運搬・撤収等について、効率的な運営を図りコ
スト削減に努めた。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

利用者のために備品等の更新を行いながら、適正な管理に努めるこ
とができた。

なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る
ＨＰ等により情報を公開している。 なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
令和４年度中に葬儀祭壇等の入れ替えを実施しているが、今後も経費削減に努めつつ、安全
に運営を行えるように備品の修繕及び更新を行う。

休止・廃止となったときの
影響

当事業は市民生活において必要不可欠のため、休止または廃止とすることは現実的でない。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見 今後も適正かつ効率的な運営に努める。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302040002 事務事業名 ささゆり苑管理運営事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 墓地などの適正管理に努める

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 平成7年度 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.26 0.3 0.2 0.05 0.35 0.3
会計年度任用職員数 0.0 0.0 0.0 0.15 0.0 0.0
人件費計 1,764,504 2,294,963 1,297,582 636,694 2,527,485 2,166,416

事業費計 40,271,071 47,051,851 37,209,423 35,495,382 38,454,000 47,191,000

フルコスト 42,035,575 49,346,814 38,507,005 36,132,076 40,981,485 49,357,416

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 16,377,000 19,363,000 19,664,000 18,281,000 20,102,000 25,800,000

フルコスト－特定財源 25,658,575 29,983,814 18,843,005 17,851,076 20,879,485 23,557,416
事業費計－特定財源 23,894,071 27,688,851 17,545,423 17,214,382 18,352,000 21,391,000

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 【質】使用料収入
単位 円

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 18,000,000 20,000,000 20,000,000 20,000,000 20,000,000 20,000,000
単年度実績値 16,377,000 20,099,600 20,300,200 17,817,300

前年比 - 122.73% 100.99% 87.76% - -

単年度達成率 90.98% 100.49% 101.5% 89.08% - -

6

実施の概要 相生市ささゆり苑の管理運営を行う。

対象 市民

目的 ささゆり苑に係る管理運営の健全化を図り、使用者の利便性を高める。

関連計画

根拠法令
相生市ささゆり苑に関する条例および施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 事業費に係る使用料割合
単位 ％

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 0.4282 0.4053 0.5194 0.5535 0.488 0.4052

単年度実績値 0.3896 0.4073 0.5272 0.4931 0 0

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である
民間葬儀場で葬儀を行う人が増えており、工夫しながら利用者を取
り込むことができた。

なし

有効性
A：有効性が高

い

施設の維持管理について、部分修繕等による延命化に努めるととも
に、定期的な点検を実施し、利便性及び安全性を維持しながら市民
サービスに努めることができた。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
利用者の負担割合について、大規模な改修を除き、５割程度の受益
者負担を得ており、適正である。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

施設の老朽化に伴う火葬炉の積替修繕等、大規模な改修を実施計
画に基づき行っていくことにより、適正な維持管理に努めることがで
きた。

なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

ささゆり苑のパンフレット等を年度ごとに更新しており、使用料の周
知等、情報提供を滞りなく行えている。

なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
市民に欠かせない施設として、火葬炉修繕を行いながら延命化に努め、効率的な運営を図るこ
とができた。

休止・廃止となったときの
影響

火葬業務は必要不可欠であり、廃止不可。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
民間での葬儀が増えている中で、ささゆり苑を利用する人が不便なく利用できるように施設の
管理に努め、効率的な運営を図ることができた。今後も適正かつ効率的な運営に努める。



                 事務事業評価シート 年度

１．基本情報
事業番号 040302040003 事務事業名 市営墓地管理事業

まちづくり目標 心地よい生活環境が保たれたまち 施策 環境にやさしいまちづくり
基本施策 環境衛生の保持 取り組み事項 墓地などの適正管理に努める

部名 市民生活部 課名 環境課
事業の開始 終了年度 なし

事務事業類型 ソフト事業

条例・規則・要綱

２．事業費
（１）歳出 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.36 0.38 0.38 0.08 0.38 0.38
会計年度任用職員数 0.04 0.04 0.04 0.34 0.04 0.04
人件費計 2,499,488 2,965,540 2,525,331 1,209,709 2,830,107 2,830,107

事業費計 60,370,548 26,848,771 13,190,789 16,032,481 15,240,000 14,306,000

フルコスト 62,870,036 29,814,311 15,716,120 17,242,190 18,070,107 17,136,107

（２）歳入 単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0 0 0 0 0 0
県支出金 0 0 0 0 0 0
市債 0 0 0 0 0 0
その他 54,824,330 26,138,000 12,295,000 15,518,000 15,240,000 14,306,000

フルコスト－特定財源 8,045,706 3,676,311 3,421,120 1,724,190 2,830,107 2,830,107
事業費計－特定財源 5,546,218 710,771 895,789 514,481 0 0

３．評価指標
（１）活動指標

指標名 合葬式墓地貸付件数
単位 件

指標数値のめざす方向 維持
年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

単年度計画値 50 100 85 85 80
単年度実績値 271 75 75

前年比 - - 27.67% 100% - -

単年度達成率 - 542% 75% 88.23% - -

6

実施の概要 市営墓地の適正な維持管理を行うとともに、貸付・返還事業を行う。

対象 市営墓園、市民

目的 市民の墓地需要に対して、可能な範囲で対応することで、安心して市民が生活することができる。

関連計画

根拠法令
相生市営墓園条例、施行規則、相生市営墓地条例、施行規則

特
定
財
源



（２）コスト指標

指標名１ 貸付件数１件に係る維持管理経費
単位

年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度
単年度計画値 596,286.22 157,161.2 202,849.2941 212,589.4941 214,201.3375

単年度実績値 110,015.9077 209,548.2667 229,895.8667

４．事後評価
(1) 評価のまとめ

評価視点 評価点 評価内容 課題認識

(2) 総合評価

総合評価

(3)方向性評価(担当者)

(4) 方向性評価(施策担当者)

妥当性
B：比較的妥当

である

公設の墓地需要については様々なニーズがあり、令和４年度から供
用開始した新たな形式である合葬式墓地の維持管理に努めている。
既存の一般墓地についても、いつでも貸付を行うことができるよう適
正に管理しており、市民のニーズに迅速に対応できるようにしてい

なし

有効性
B：比較的有効

である
墓地の新設、返還時に現地調査を行い、設置基準が守られている
か確認し、適正管理に努めた。

なし

効率性
B：比較的効率

的である
墓地使用料の還付割合を５年未満使用の場合は０としており、返還
数を抑えることにより、墓地貸付率を維持している。

なし

改革・改善プラ
ン達成度

B：比較的改革
改善効果がある

一般墓地の返還数が極端に増加しないように維持できており、貸付
率も９０％台で推移している。また、市民サービスの部分でも特に問
題なく運営できているが、来年度以降、合葬式墓地を含めた市営墓
園のＰＲ強化に努めながら、サービスの質的な改善に努める。

なし

透明性
B：比較的透明
性を確保してい

る

一般墓地について、墓地台帳や貸付状況一覧で管理しており、市民
にも情報提供できる範囲で空き状況等を公開している。 なし

A

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
近年の社会情勢等から墓地の需要に変化が見られる中で、一般墓地の貸付数についてはここ
数年５件程で推移しており、需用費等のコストを抑えることで、１基あたりの維持管理経費を大
幅に減少させることにつながっている。

休止・廃止となったときの
影響

埋葬場所の選択肢がなくなるため、市民サービスの低下に繋がる。

方向性 Ｂ：現状のまま継続

所見
一般墓地貸付率は９０％台で推移しており、市民サービス面でも適正に運営できている。現状
のまま事業を継続していく。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｅ：廃止 Ｅ：廃止

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ａ：拡大 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

事務事業名 総合評価

資源ごみの売却単価は見積合わせで決定しており、市場価
格によるので定額ではないが、資源を有効活用するために、
継続して事業を行う必要がある。

市民のリサイクル推進の場として、十分な役割を果たしてお
り、ニーズなどを見ながら継続して事業を行う。

地区のごみステーション管理や環境美化、収集の利便性な
どからも、設置について地元と調整を図りながら補助を行っ
てきたが、ステーション新設がほとんど見込まれておらず、併
せて、事業開始から約３０年が経過しており、当初の目的を
達する一定の効果が得られたため廃止とする。

事業開始から約３０年が経過しており、一定の効果が得られ
たたことに併せて、全体事業費に対するコスト削減の側面か
らも廃止とする。

分別されずにごみ出しが行われているステーションがあるの
で、普及啓発を行う必要がある。

収集業務の一部民間委託を実施し、収集業務の効率化及び
コスト削減に努めている。

新施設の計画が必要となっている。
現在、新たな廃棄物処理施設について、民設民営での整備
を検討している。

最終処分場の延命化を図るため、分別を徹底し埋め立て、ご
みの削減を図る必要がある。

埋立について、減量を図りながら延命化に努める必要があ
る。

収集した粗大ごみについて、焼却する物、埋め立てする物、
委託処理する物に職員が再分別している。引き続きコスト削
減について検討する。

粗大ごみについては、可燃と不燃に分別し、処理委託料の
経費削減に努めるとともに、中間処理により一部再資源化を
図った。

令和６年度において、脱炭素社会に貢献することを目的にバ
イオマス素材のごみ袋を採用することに伴い、従来のごみ袋
との入れ替えや販売、それぞれの在庫管理の徹底を図れ
た。

事業継続することで、可燃ごみ減量化につながっている。

排出された資源ごみについて、適正な再資源化、可燃ごみ
の処理量削減を図るため、設備の維持管理及び職員による
分別を行っており、今後も必要な業務である。

適正な再資源化、可燃ごみの処理量削減を図るため継続し
ていく。

周回ルートや業務内容の見直しを行いながら最適な手法を
研究する。

道路、河川等から不法投棄ごみを回収し、市内の環境美化
が十分に図られた。

リサイクル推
進事業 A

ごみ箱等設置
補助事業 B

塵芥収集事業 A

美化センター
管理運営事業 A

最終処分場管
理運営事業 B

粗大ごみ処理
事業 A

ごみ有料化事
業 B

リサイクルセン
ター管理運営
事業

A

環境クリーン
事業 B



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

近畿自然歩道事業

清掃総務費事務経費

塵芥処理費事務経費

（仮称）地域エネルギーセンター推進事業

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
焼却ごみ量

市民１人が１日に出すごみ

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
0% 低 Ｂ：おおむね順調
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

はい

ない

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

分別収集の徹底により、ごみの減量化、リサイクル化が図れた。

構成事務事業に課題はな
いか

ごみの分別の徹底に努め、廃棄物の再利用や再資源化を図りながら更なる環境への負荷
軽減に努める必要がある。

今年度の成果等

ごみ処理については、家庭ごみ４，５３９ｔを収集し、美化センター直接搬入４，４７５ｔと併せ
９，０１４ｔを処理した。その中で可燃ごみは、湿重９，０６１ｔを焼却処理し、また資源ごみにつ
いては、９９９ｔをリサイクルセンターにおいて中間処理した上で、再生業者に引き渡し、再資
源化を図った。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

分別の徹底により、ごみの減量、リサイクル化が図れ、施設の延命化に努めるとともに効率
的な運転、維持管理を行うことができた。



２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 心地よい生活環境が保たれたまち

施 策 環境にやさしいまちづくり
基 本 施 策 環境衛生の保持

取り組み事項　 し尿の適正な処理をする

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 2.08 2.1 2.02 2.02 2.02 0.0
会計年度任用職員数 0.08 0.08 0.08 0.08 0.08 0.0
人件費計 14,228,693 16,181,915 13,225,431 14,300,639 14,759,162 0

事業費計 1,141,452 791,018 827,114 606,402 1,021,000 0

フルコスト 15,370,145 16,972,933 14,052,545 14,907,041 15,780,162 0

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 0
市債 0
その他 1,141,452 1,183,000 1,141,000 1,166,000 1,021,000 0

一般財源１ 14,228,693 15,789,933 12,911,545 13,741,041 14,759,162 0

一般財源２ 0 -391,982 -313,886 -559,598 0 0

（１）成果指標

指標名 全世帯に対するし尿収集世帯の割合
単位 ％

指標数値のめざす方向 維持
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5
単年度実績値 1.5 1.5 1.5 1.5
単年度達成率 100% 100% 100% 100% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 全世帯に対するし尿収集世帯の割合
前年度との比較 →：維持

6

主 管 部 局 市民生活部　環境課 関 連 部 局

環境衛生の保持

安定したし尿収集により地域の環境衛生の保全を図ります。

し尿収集について、水洗化への移行を図りつつ、効率的な収集に努めます。

特
定
財
源

所見

概ね計画どおりに進捗している。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見
事務事業名 総合評価



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

し尿収集事業

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
全世帯に対するし尿収集世帯の割合100% →：維持

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
100% 高 Ｂ：おおむね順調
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

はい

ない

施策の総合評価 Ａ：順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

水洗化の促進等を図る中、収集量は減少しているが、効率的な収集計画に基づき適正処理
された。

構成事務事業に課題はな
いか

ここ数年で収集量は減少し、収集回数やコースの見直しが図られており、効率的な構成と
なっている。

今年度の成果等

し尿の収集処理量が減少する中、収集体制と処理業務においては、効率的で適正な運営が
されている。今後も、水洗化できない世帯の実情を理解し、それに応じた施策の展開を検討
し、事業の運営を行っていく。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

効率的な収集計画に基づきコスト削減に努め、適正に対応できた。今後も、効率的な収集計
画に基づき適正処理を行う。



２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 心地よい生活環境が保たれたまち

施 策 環境にやさしいまちづくり
基 本 施 策 環境衛生の保持

取り組み事項　 感染症の蔓延を予防する

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.12 0.12 0.05 0.03 0.09 0.05
会計年度任用職員数 0.18 0.18 0.18 0.2 0.18 0.0
人件費計 1,067,865 1,181,624 594,061 592,115 1,036,837 361,069

事業費計 277,566 315,415 373,586 500,278 691,000 312,000

フルコスト 1,345,431 1,497,039 967,647 1,092,393 1,727,837 673,069

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 0
市債 0
その他 277,566 370,000 330,000 330,000 300,000 0

一般財源１ 1,067,865 1,127,039 637,647 762,393 1,427,837 673,069

一般財源２ 0 -54,585 43,586 170,278 391,000 312,000

（１）成果指標

指標名 ススメバチ駆除件数
単位 件

指標数値のめざす方向 増加
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 20 20 20
単年度実績値 22
単年度達成率 - - - 110% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 ススメバチ駆除件数
前年度との比較

6

主 管 部 局 市民生活部　環境課 関 連 部 局

環境衛生の保持

感染症の蔓延を予防するため、適切に対処します。

側溝などに発生する害虫などについては、地域の協力を得て、駆除を行うなど適切に対処します。

特
定
財
源

所見



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見

Ｅ：廃止 Ｅ：廃止

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

事務事業名 総合評価

市内に１軒存続していた公衆浴場が令和６年度中に休業と
なっており、再開見込みもないことから廃止とする。

令和６年度、公衆浴場が廃業したため廃止とする。

スズメバチ駆除費補助件数については、おおよそ見込みどお
りとなっており、市民の安全を守るための事業として、令和７
年度以降も営巣状況に合わせた予算設定をしていく。

予算設定等、見込みどおりの事業進捗ができており、市民の
安全を確保するためにも継続して補助事業に取り組んでいく
必要がある。

公衆浴場設備
改善資金利子
補給補助事業

C

衛生害虫駆除
事業 A



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

畜犬登録事業

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
薬剤散布 50% →：維持

ススメバチ駆除件数 110% 110%

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
80% 中 Ｂ：おおむね順調
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

はい

ない

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

衛生害虫駆除事業で、令和６年度開始の補助事業として、スズメバチ駆除に対する補助を
行っているが、初年度目標値を達成しており、今後も市民ニーズに応えられるよう継続してい
く。

構成事務事業に課題はな
いか

衛生面や感染症予防のため、衛生害虫駆除事業は継続する必要がある。

今年度の成果等

地区清掃での防虫用として使用する殺虫剤等を配布した。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

市内の側溝からの感染症を予防するためにも、害虫駆除事業は継続する必要がある。



２．事業費
（１）歳出

（２）歳入

３．成果指標

           施策評価シート 年度

１．基本情報
ま ち づ く り 目 標 心地よい生活環境が保たれたまち

施 策 環境にやさしいまちづくり
基 本 施 策 環境衛生の保持

取り組み事項　 墓地などの適正管理に努める

め ざ す 暮 ら し の 姿

基 本 方 針

施 策 の 方 針

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
正規職員数 0.95 1.08 0.87 0.24 0.95 0.82
会計年度任用職員数 0.04 0.04 0.04 0.67 0.04 0.04
人件費計 6,503,554 8,320,453 5,704,406 2,960,629 6,946,296 6,007,517

事業費計 102,477,237 77,510,853 57,589,605 53,295,203 57,756,000 64,253,000

フルコスト 108,980,791 85,831,306 63,294,011 56,255,832 64,702,296 70,260,517

単位：人、円　

実績値 計画値

令和3年度決算 令和4年度決算 令和5年度決算 令和6年度決算 令和7年度予算 令和8年度
国庫支出金 0
県支出金 0
市債 0
その他 71,201,330 46,807,000 33,265,000 34,986,000 36,648,000 40,106,000

一般財源１ 37,779,461 39,024,306 30,029,011 21,269,832 28,054,296 30,154,517

一般財源２ 31,275,907 30,703,853 24,324,605 18,309,203 21,108,000 24,147,000

（１）成果指標

指標名 葬儀件数
単位 件

指標数値のめざす方向 維持
年度 R3 R4 R5 R6 R7 R8

単年度目標値 100 100 100 100 100 100
単年度実績値 88 109 112 80
単年度達成率 88% 109% 112% 80% - -

（２）施策成果指標の結果に対する所見

成果指標 葬儀件数
前年度との比較 ↓：低下

6

主 管 部 局 市民生活部　環境課 関 連 部 局

環境衛生の保持

斎場・墓地施設は安らぎのある場となるよう、適正な管理を行い、また、多様なニーズに柔軟に対応できるよう努めます。

斎場の運営については、核家族化などに伴い、増加する家族葬など多様なニーズに柔軟に対応するとともに、施設につ
いて、点検及び計画的な改修により延命化を図ります。
また、墓地需要の動向を正確に把握し、新たな市民ニーズに対応していくとともに、墓地全体の適切な管理運営に努めま
す。

特
定
財
源

所見

令和４年度、令和５年度は葬儀形式の多様化に併せて、コロナ渦での家族葬等、少人数による利用が
大幅に増加した。
令和６年度については、従来の葬儀形式に戻りつつ、民間施設での葬儀が増えたこともあって、ささゆ
り苑での葬儀件数が減少に転じている。



構成事務事業の事後総合評価
事務事業担当者の評価 上位責任者の評価

担当者所見 方向性及び所見

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

Ｂ：現状のまま継続 Ｂ：現状のまま継続

事務事業名 総合評価

令和４年度中に葬儀祭壇等の入れ替えを実施しているが、
今後も経費削減に努めつつ、安全に運営を行えるように備品
の修繕及び更新を行う。

今後も適正かつ効率的な運営に努める。

市民に欠かせない施設として、火葬炉修繕を行いながら延命
化に努め、効率的な運営を図ることができた。

民間での葬儀が増えている中で、ささゆり苑を利用する人が
不便なく利用できるように施設の管理に努め、効率的な運営
を図ることができた。今後も適正かつ効率的な運営に努め
る。

近年の社会情勢等から墓地の需要に変化が見られる中で、
一般墓地の貸付数についてはここ数年５件程で推移してお
り、需用費等のコストを抑えることで、１基あたりの維持管理
経費を大幅に減少させることにつながっている。

一般墓地貸付率は９０％台で推移しており、市民サービス面
でも適正に運営できている。現状のまま事業を継続していく。

葬儀事業 A

ささゆり苑管理
運営事業 A

市営墓地管理
事業 A



評価対象外の構成事務事業一覧
事務事業名

市営墓地使用料還付事業

施策の事後総合評価
(1)施策成果指標
施策成果指標 単年度目標達成率 前年度との比較 最終目標値に対する達成率
葬儀件数 80% ↓：低下 80%

使用料収入 98.98% ↓：低下 98.98%

合葬式墓地貸付件数 88.23% →：維持 75%

単年度目標平均達成率（ａ） 達成度　（（ａ）による自動判定）達成状況
89.07% 中 Ｂ：おおむね順調
達成状況の原因分析、説明等

(2)施策の事後総合評価

はい

ない

施策の総合評価 Ｂ：おおむね順調に進捗している

【総合評価】施策成果指標

当初方針の通りに進んだか

斎場の運営、墓地の適正管理ともに多様化する市民ニーズにおおむね対応することができ
た。今後も改善できる部分を抽出し、より充実した施設の運営管理等に努める。

構成事務事業に課題はな
いか

令和６年度において、葬儀事業関係でささゆり苑での葬儀の件数が、目標値である１００件を
下回っているが、構成事務事業としては現実的な構成で設定できており、現状のまま継続し
ていく。

今年度の成果等

老朽化に伴う火葬炉や設備の改修を長期計画に基づきながら実施し、より市民ニーズに対
応した施設運営の充実を図る。
市営墓地についても、一般墓地と合葬式墓地、それぞれの役割を整理し、整備を行いながら
適正管理に努める。

第三者評価委員会意見

施策の方針に対する実
績、指標の達成状況の分
析、今後の課題・方向性

事務事業全体としては予定どおり進捗しているが、葬儀事業等、見直しができるところは今
後の課題として取り組んでいく。


